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ゆうゆう館協働事業実施団体の選定結果等について 
 

 

ゆうゆう館（善福寺）において協働事業を実施している１団体について、令和２年度末で協定期間が満

了するため、新たにゆうゆう館協働事業を実施する団体を公募したところ、２団体から応募がありました。 

応募があった団体について、杉並区プロポーザル選定委員会条例に基づき設置した杉並区ゆうゆう館協

働事業実施団体候補者選定委員会（以下「選定委員会」という。）において審査・選定し、その結果によ

り以下のとおり決定したので報告します。 

 

 

１ 館名及び選定団体 

館 名  団体名 所在地及び代表者 

ゆうゆう善福寺館 
特定非営利活動法人 おでかけサービス杉並 

       （継続） 

杉並区荻窪5-18-11 

サニーシティ荻窪103 

樋口 蓉子 

 

 

２ 選定方法等 

 選定委員会において定めた募集要項及び審査方法・審査基準に基づき、応募があった２団体について、

第一次審査（書類審査）を行い、配点合計の６０％以上を得た２団体を対象に第二次審査（ヒアリング）

を行いました。第一次審査と第二次審査の平均点の合計得点が最も高い団体をゆうゆう館の実施候補者

として選定しました。 

（選定結果は別紙のとおり） 

 

＜選定経過＞ 

令和２年 10月19日 公募開始 

     10月26日 公募締切（２団体が応募） 

     10月29日  第一次審査（書類審査）実施、２団体を選定 

    ～11月13日  

     12月11日 第二次審査（ヒアリング）実施、１団体を選定 

 

 

＜選定委員＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職 名 等 氏  名 

東京都健康長寿医療センター研究所博士 鈴 木 宏 幸（会長） 

聖学院大学 心理福祉部心理福祉学科 准教授 長谷部 雅 美 

ワーカーズ・コレクティブと非営利・協同支援センター事務局長 藤 木 千 草 

保健福祉部 高齢者担当部長 野 田 幸 裕 

保健福祉部 管理課長 白 井 教 之 

区民生活部 地域施設担当課長 青 木  誠 



 

３ 協働事業の実施方法等 

協働事業は、令和３年４月以降３年間を実施期間とし、区と実施団体との間で協定を締結します。 

最初の協定締結日から３年ごとに協定を更新し、最長で９年間まで事業を実施することができるものとしま

すが、区立施設再編整備計画におけるゆうゆう館の再編整備の方向性を踏まえ、再編整備の進捗状況によって

は実施期間や運営方法等を変更することがある旨を含めた協定内容とします。 

なお、更新に当たっては、適正な事業実施に資するため、ゆうゆう館協働事業実施団体評価委員会による事

業評価を実施し、更新の可否を決定します。 

また、選定されたゆうゆう館において協働事業を実施するほか、実施館の受付業務を委託します。 

 

 

４ 今後のスケジュール（予定） 

令和３年  ２月 協働事業の内容の協議・調整 

３月 協働事業の準備 

４月 協定の締結 

 協働事業・館運営の開始 

 



別紙

ゆうゆう館協働事業提案審査結果

提案の目的、内容 24 20.4 20.1

提案の実現性、具体性 52 38.6 40.0

団体の業務遂行能力 12 11.0 10.0

合計 88 70.0 70.1

提案の目的、内容 20 16.7 15.9

提案の実現性、具体性 52 43.8 39.7

団体の事業遂行能力 12 11.7 9.6

総合評価 10 8.3 7.2

合計 94 80.5 72.4

182 150.5 142.5

82.7% 78.3%
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第一次審査で配点合計の60％（52.8点）以上得た団体に対し、第二次審査を実
施し、第一次及び第二次審査の委員平均点の合計得点が60％（109.2点）以上
の団体のうち最も高い点数を得た団体を候補者とした。

団体名

協働事業実施ゆうゆう館名

審査項目 配点 団体① 団体②
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第一次・第二次審査合計

第一次・第二次審査合計点／配点


